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HCCA(HCFControlled Channel Access)と EDCA(Enhanced
Distributed Channel Access)の 2種類のチャネルアクセス方式
を提供している.





で送信されるデータはその UP 値に応じて 4 つの AC(Access
Category) に分類され優先度に応じて各カテゴリから送信され
る. カテゴリは AC VO(Voice)，AC VI(Video)，AC BE(Best
Eort)，AC BK(Background)が用意されており，音声伝送用
の AC VOが最高の優先順位を持ち，AC VI，AC BE，AC BK
の順に優先順位が低くなる.















































































背景通信 30kbps で制御を行わない場合を図 3 に，背景通信




背景通信 30kbps では優先制御無しの場合では 100 ミリ秒を
超える通信遅延が発生している.優先制御を行うと，ほぼすべて
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More than 100 msec
Less than 100 msec
図 6 通信時間比率 (制御有り)
6 おわりに
本研究では，車車間通信において無線通信の信頼性を向上さ
せるための優先制御方式を提案し，提案方式をシミュレータに
実装した.また，構築したシミュレータの評価を行い，送信遅延
時間が低減されていることを確認した.
今回は送信バッファ内での制御により送信遅延時間の低減を
図った.各通信ノードが同時に送信することで発生する送信遅延
の改善が今後の課題として挙げられる.
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